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２３　広報しんごう　H22・３

　
平
成
22
年
新
郷
村
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
11
日
か
ら
３
月
18
日
ま

で
開
か
れ
、
平
成
22
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
並
び
に
９
つ
の
特
別
会
計
予
算

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
22
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
24
億
１
千
９
７
０
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
８
千
６
２
０
万
円
、
３
・
７
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出 ２４億１，９７０万円

（　）は構成比

農林水産業費
２億４，６５９万円
（１０．２%）

教育費 １億９，９３５万５千円（８．２%）

商工費 １億６，４１９万６千円（６．８%）

消防費 １億２，３９１万４千円（５．１%）

衛生費 ７，０８６万２千円（２．９%）

議会費 ４，５２７万９千円（１．９%）

その他 ３８５万円（０．２%）

土木費
１億９，２０３万７千円
（７．９%）

公債費
４億９，８６７万５千円
（２０．６%）

 民生費
 ４億８，３１５万７千円
（２０．０%）

総務費 
３億９，１７８万５千円
（１６．２%）

新郷村各会計別当初予算額 （単位：千円・％）

合　　　　　　　計 ３５億７，９１０万２千円

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療 ３，３０８万２千円 １．１%３，３４５万８千円

３６億７，８６０万５千円

村民税
６，１７３万１千円
（３４．７％）

たばこ税
１，０８０万円
（６．１％）

軽自動車税 ９８１万４千円（５．５％）

特別土地保有税  １千円（０．０％）

固定資産税
９，５８０万２千円
（５３．８％）

歳入 ２４億１，９７０万円

（　）は構成比

地方交付税
１５億４，５００万円 
（６３．９%）

県支出金 １億５，１７０万１千円（６．３%）

村債 １億６，９１０万円（７．０%）

国庫支出金 ９，８３７万円（４．１%）

諸収入 ８，６２２万４千円（３．６%）

その他 １億９，１１５万７千円（７．９%）

村税 １億７，８１４万８千円（７．４%） 

最少の予算で最大の効果を
平成２２年度の主な新規事業・拡大事業

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

老 人 保 健

特定環境保全公共下水道

公共用地先行取得事業

農 業 集 落 排 水 事 業

会　　　計　　　別

２４億１，９７０万０千円

１２億５，８９０万５千円

４億７，２００万０千円

１億２，１６３万１千円

３，７３０万２千円

３３０万０千円

１億３，４６９万５千円

１０万０千円

４，２７５万６千円

４億１，３６６万３千円

平成２２年度当初予算額 平成２１年度当初予算額

２３億３，３５０万０千円

１２億４，５６０万２千円

４億７，６００万０千円

１億１，９３２万０千円

３，５４０万０千円

３３０万０千円

１億３，３８０万４千円

１０万０千円

４，２１４万０千円

４億 ２４５万６千円

３．７%

１．１%

△   ０．８%

１．９%

５．４%

０．０%

０．７%

０．０%

１．５%

２．８%

２．８%

前年度対比

農林水産事業費【有機資源活用促進事業補助】
　「有機の里づくり」推進のため、４２０万円の予算額。堆肥投入量２，１００トンを見込んでおり、１トンあたり
１，５００円を助成します。また堆肥散布車１台あたり１，０００円を助成します。

商 工 費【観光案内看板製作設置委託料】
　「日本一のダケカンバ」、村内の観光案内等の看板を製作します。村内３箇所に設置し、大勢の観光客誘致
を図るため、村を強力にアピールします。予算額は３５０万円です。

土 木 費【道路維持費臨時作業員賃金】
　昨年実施して好評だった「生活支援事業」を２２年度も実施します。村道・農道の側溝清掃、植林作業等を
通じ、村を美化するとともに家計を支援します。実施時期は農閑期を予定。予算額は７３０万円です。

【道路改良事業費】
　従前から強い要望があった県道栃棚・手倉橋線と堂ケ前地区を結ぶ「村道堂ノ上線」の改良事業に着手しま
す。事業は３カ年。２２年度は主に測量設計等を行います。予算額は１，４１１万円。砂利道区間を改良することに
より安全な車両通行を確保し、周辺地域の生活環境向上を図ります。

消 防 費【第８分団消防ポンプ自動車購入】
　購入後２０年を経過し、「消防施設設備等整備計画」における耐用年数が過ぎた第8分団（川代）の消防ポン
プ自動車を更新します。有事に迅速に対応できる車両の配置が可能となり、住民の安全安心な暮らしのために
寄与します。予算額は２，１５０万円です。



４

平成22年度 一般会計予算の主な事業（　　）は前年度当初予算額

総 　 務 　 費　（明るく豊かで住みよい活力ある村づくりをめざして）　3億9,178万5千円（3億8,541万9千円）
●税支援システムリース料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  881万0千円
●参議院議員通常選挙費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  741万8千円
●路線バス等運行業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1,472万0千円
●青森県創意と工夫が光る元気なあおもりづくり支援事業費　　　　  　　210万0千円

民 　 生 　 費　（住民福祉の充実をめざして）　　　　　　　　　　　　4億8,315万7千円（4億6,263万1千円）
●新郷村社会福祉協議会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  922万7千円
●介護保険特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　   7,774万8千円
●障害者自立支援給付費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   4,519万8千円
●国保特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   3,000万0千円
●診療所特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1,500万0千円
●後期高齢者医療費療養給付費負担金　　　　　　　　　　　　　　　   4,184万8千円
●保育所運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   6,856万0千円
●児童措置費（児童手当・こども手当）　　　　　　　　　　　　　　   3,320万0千円
●放課後子育て支援委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  748万7千円

衛 　 生 　 費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　  7,086万2千円　  （7,649万1千円）
●十和田地区環境整備事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　  891万0千円
●十和田地域広域事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　   1,457万0千円
●健康管理用パソコン機器購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　  300万0千円
●健康管理用システム導入支援等委託料　　　　　　　　　　　　　　　  250万0千円
●簡易水道特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1,734万2千円

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　2億4,659万0千円（2億2,892万7千円）
●有機資源活用促進事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  420万0千円
●国営五戸台地土地改良事業に伴う元利償還負担金（青森県）　　   　　4,939万2千円
●畜産経営安定支援事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  360万0千円
●中山間地域等直接支払事業交付金　　　　　　　　　　　　　　　   　4,911万9千円
●農地制度実施円滑化事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  488万8千円
●森林農地整備センター受託事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　  550万0千円
●農道等調査委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  350万0千円
●農業集落排水事業特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　   2,372万5千円

商 　 工 　 費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　1億6,419万6千円（1億6,246万1千円）
●間木ノ平グリ－ンパ－ク管理委託料　　　　　　　　　　　　　　   　2,850万0千円
●五戸町・新郷村地域商店街活性化事業補助金　　　　　　　　　　　　  172万5千円
●観光案内看板製作設置委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  350万0千円
●新郷村ふるさと活性化公社貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　   3,000万0千円
●温泉事業管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   4,165万0千円

土 　 木 　 費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　1億9,203万7千円（1億5,310万7千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　   8,360万2千円
●道路維持費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   2,560万0千円
●道路改良事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1,411万0千円
●除雪対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1,528万8千円
●地積調査事業業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1,237万1千円

消 　 防 　 費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　1億2,391万4千円（1億0,400万7千円）
●第８分団消防ポンプ自動車購入　　　　　　　　　　　　　　　　　   2,150万0千円
●県防災情報ネットワーク整備事業費負担金　　　　　　　　　　　　　  975万7千円
●八戸地域広域事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　   6,250万2千円

教 　 育 　 費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　1億9,935万5千円（1億9,224万6千円）
●理科教育設備整備費（小・中学校）　　　　　　　　　　　　　　　　  240万8千円
●パソコン機器等購入（小学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　   1,426万0千円
●奨学金貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  876万0千円

公 　 債 　 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4億9,867万5千円（5億2,390万4千円）
●起債元金償還　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4億3,691万0千円
●起債利子等償還　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   6,147万5千円



５　広報しんごう　H22・３

６戸が家族経営協定

　
平
成
22
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
３
月
11
日
か
ら
18
日
ま

で
開
か
れ
、
諮
問
１
件
、
議
案
21

件
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

５
、４
５
２
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
34
億

５
、９
４
６
万
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
一
般
会
計
補
正

予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
企
画
振
興
費

▽
橋
梁
補
修
等
設
計
管
理
業
務
委

託

７
０
０
万
円

▽
地
域
活
性
化
・
き
め
細
や
か
な

臨
時
対
策
事
業
工
事
請
負
費

１
億
２
６
４
０
万
円

●
社
会
福
祉
費

▽
国
保
特
別
会
計
へ
操
出
金

７
０
２
万
円

▽
診
療
所
特
別
会
計
へ
操
出
金

３
、２
２
６
万
２
千
円

●
児
童
福
祉
費

▽
こ
ど
も
手
当
シ
ス
テ
ム
導
入
委

託
料

３
４
０
万
円

●
消
防
費

▽
防
火
水
槽
新
設
工
事

１
、４
５
０
万
円

◇
新
郷
温
泉
館
の
施
設
利
用
料
が

次
の
と
お
り
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
二
階
和
室
（
八
畳
）

一
室
　
１
、０
０
０
円

◇
人
権
擁
護
委
員
に
次
の
方
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
h
ケ
イ
子
氏

（
65
歳
　
戸
来
字
金
ケ
沢
）

　
２
月
24
日
、「
新
郷

村
家
族
経
営
協
定
合
同

調
印
式
」
が
役
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
夫
婦
３
組
、

家
族
３
組
の
計
６
家
族

が
村
岡
和
俊
農
業
委
員

会
会
長
と
三
浦
一
昭
三

八
地
域
農
林
水
産
部
普

及
指
導
室
長
の
立
ち
会

い
の
も
と
調
印
。
締
結

者
を
代
表
し
て
畠
山
賢

悦
氏
が
「
今
後
も
家
族

で
力
を
合
わ
せ
、
意
欲

と
や
り
が
い
を
も
っ
て

経
営
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

　
こ
の
協
定
は
魅
力
的
な
農
業
経

営
を
目
指
し
、
経
営
方
針
や
役
割

分
担
、
家
族
み
ん
な
が
働
き
や
す

い
就
業
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
家

族
間
の
十
分
な
話
し
合
い
に
基
づ

き
、
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

　
開
会
に
あ

た
り
村
岡
会

長
が
立
会
人

を
代
表
し

「
今
日
の
調

印
を
契
機
に

担
い
手
の
育

成
、
農
業
経

営
の
発
展
、

農
業
技
術
の

研
鑽
に
よ
り

一
層
励
む
こ

と
を
期
待
す

る
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

　
当
村
の
協

定
締
結
農
家

は
こ
れ
ま
で

３
家
族
だ
け

で
し
た
が
、

村
農
業
委
員

会
な
ど
の
働

き
か
け
に
よ

り
、
一
気
に

９
家
族
に
増

え
ま
し
た
。

　
額
装
さ
れ
た
協
定
書
は
各
家
族

が
家
庭
の
目
立
つ
場
所
な
ど
に
掲

示
し
、
よ
り
よ
い
農
業
経
営
を
め

ざ
し
ま
す
。

平
成
22
年

第
１
回
新
郷
村
議
会
定
例
会



６

住みよい社会の実現をめざして
　
３
月
２
日
、

美
郷
館
に
お
い

て
「
新
郷
村
安

全
・
安
心
村
づ

く
り
推
進
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
村
主
催

に
よ
る
こ
の
大

会
は
五
戸
警
察

署
や
五
戸
消
防

署
、
村
消
防
団

等
、
９
団
体
が

後
援
。
１
５
２

名
が
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
へ
向
け
て
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
「
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
さ
ら

に
一
層
努
力
す
る
」
と
細
野
幸
雄

西
越
防
犯
協
会
長
が
大
会
宣
言
。

畠
山
賢
悦
村
消
防
団
長
の
音
頭
に

よ
り
参
加
者
全
員
で
「
ガ
ン
バ
ロ

ー
三
唱
」
を
行
い
、
大
会
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
「
村
民
一
丸
と

な
り
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
」
と
須
藤
良
美
村
長
が
あ
い
さ

つ
。
田
中
正
義
五
戸
警
察
署
長

が
「
犯
罪
件
数
の

増
加
、
凶
悪
化
で
、

『
水
と
安
全
は
タ

ダ
』
で
は
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

地
域
を
守
る
う
え

で
住
民
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
の

役
割
は
大
き
い
」

と
激
励
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

　
東
利
昭
村
議
会

議
長
、
三
浦
俊
哉

五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
長
、
横
沢

悦
雄
五
戸
消
防
署

長
が
祝
辞
。
大
会

趣
旨
の
具
現
化
に
向
け
て
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。

　
続
い
て
田
邊
良
裕
五
戸
警
察
署

交
通
安
全
課
長
、
洞
内
友
美
同
署

刑
事
生
活
安
全
課
長
、
赤
坂
久
男

西
分
遣
所
長
が
そ
れ
ぞ
れ
管
内
の

「
交
通
情
勢
」
「
犯
罪
発
生
抑
止

活
動
」
「
防
火
・
防
災
活
動
」
に

つ
い
て
講
演
。
自
ら
の
身
を
守
る

大
切
さ
と
不
測
の
事
態
へ
対
応
し

た
備
え
の
必
要
性
に
つ
い
て
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
24
名
の

川
代
小
学
校
児
童
が
「
大
黒
舞
」

を
艶
や
か
に
披
露
。
大
会
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

Ｖ
１
リ
ー
グ
（
６
チ
ー
ム
参
加
）

優
勝
　
目
指
せ
甲
子
園
（
真
）

２
位
　
新
中
60
年
度
卒
業
生

３
位
　
川
代
ト
イ
チ

Ｖ
２
リ
ー
グ
（ 

10
チ
ー
ム
参
加
）

優
勝
　
体
育
指
導
委
員

２
位
　
そ
ろ
そ
ろ
こ
う
じ
ゅ
ん

！？

３
位
　
し
ん
ご
う
こ
ま
ち

小
学
生
リ
ー
グ
（
６
チ
ー
ム
参
加
）

優
勝
　
西
越
桜
Ｚ
　
　
（
西
越
小
）

２
位
　
チ
ー
ム
ペ
コ
　
（
川
代
小
）

３
位
　
三
ツ
岳
ク
ラ
ブ
（
戸
来
小
）

第
10
回
新
郷
カ
ッ
プ

ビ
ニ
ー
ル

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　 

（
２
月
28
日
　
美
郷
館
）
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２
月
25
日
、
美
郷

館
に
お
い
て
第
18
回

新
郷
村
社
会
福
祉
大

会
が
開
催
さ
れ
、
１

５
０
人
の
参
加
者
が
、

支
え
あ
っ
て
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　
開
式
に
あ
た
り
村

社
会
福
祉
協
議
会

の
田
島
英
男
会
長
が

「
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
、
住
民
の
参
加
・
協
働

に
よ
る
支
え
あ
い
を
築
い
て
い
く
」

と
大
会
長
と
し
て
式
辞
。
名
誉
大

会
長
の
須
藤
良
美
村
長
が
「
温
泉

館
・
診
療
所
へ
の
無
料
バ
ス
送
迎
、

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
等
、
村

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
活
用

し
、
元
気
で
明
る
い
笑
顔
の
あ
る

生
活
を
営
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
席
上
、
福
祉
功
労
者
４
名
を
表

彰
。
受
賞
者
を
代
表
し
、
a
村
タ

ヨ
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
る
と
会
場

は
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
司
法
書
士

の
上
野
裕
一
郎
氏
に

よ
る
講
演
「
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
」
、

沢
田
舞
悠
会
（
十
和

田
市
）
に
よ
る
「
歌

と
踊
り
の
祭
典
（
13

演
目
）」
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
興
味
深
く

ス
テ
ー
ジ
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

被
表
彰
者
（
順
不
同
・
敬

称
略
）

a
　
村
　
タ
　
ヨ

小
笠
原
　
サ
　
ダ

長
　
野
　
利
　
雄

高
　
村
　
咲
　
子

　
２
月
19
日
、
西
越
地
区
公
民
館

に
お
い
て
、
障
子
張
替
え
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
郷
村
生
活

改
善
推
進
協

議
会
（
佐
藤
久

美
子
会
長
）
主

催
の
味
噌
づ
く

り
活
動
に
あ
わ

せ
、
参
加
者
16

名
の
方
々
が
公

民
館
和
室
の
障

子
の
張
替
え
を

し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
日
頃
の
家
庭

生
活
で
培
っ
た

家
事
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
発
揮
し
、

ま
た
、
抜
群
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
糊
付
け
、
障

子
紙
の
張
り
付

け
、
カ
ッ
ト
…

と
、
あ
っ
と
い

う
間
に
真
っ
白

の
新
し
い
障
子

に
変
身
！

　
障
子
の
白
さ
で
部
屋
が
明
る
く

感
じ
ら
れ
、
気
持
ち
の
よ
い
和
室

に
な
り
ま
し
た
。

　
新
郷
村
生
活
改
善
推
進
協
議
会

の
み
な
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安心して暮らせる
　　福祉社会の実現をめざして
安心して暮らせる
　　福祉社会の実現をめざして

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
あ
り
が
と
う
！



８

「ご当地グルメ」について意見交換

　
２
月
26
日
、
役
場
に
お
い
て
「
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
に

よ
り
認
定
さ
れ
た
事
業
所
に
須
藤

村
長
か
ら
表
示
証
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
制
度
は
事
業
所

の
消
防
団
活
動
へ
の
協

力
が
社
会
貢
献
と
し
て

広
く
認
め
ら
れ
る
と
同

時
に
、
事
業
所
の
協
力

を
通
じ
て
地
域
防
災
体

制
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
、
村
で
は
今
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
今
回
は

㈱
村
下
建
設
工
業
、

㈲
平
葭
建
設
、
小
坂
建

設
工
業
㈱
、
高
工
㈱
の

４
社
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
日
頃
か
ら
村
消
防

団
活
動
に
理
解
と
協
力

を
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
る
。
こ
の
交
付
を
契

機
に
更
に
連
携
を
密
に

し
、
地
域
防
災
力
を
よ

り
一
層
強
化
し
て
い
き

た
い
」
と
須
藤
村
長
。
表
示
証
を

手
に
し
た
村
下
萬
氏
は
「
従
業
員

に
は
Ｏ
Ｂ
を
含
め
消
防
団
員
が
多

い
。
火
災
等
、
緊
急
災
害
時
に
は

優
先
的
に
派
遣
し
た
い
」
と
協
力

を
約
束
し
ま
し
た
。

　
新
郷
村
新
商
品
開

発
選
定
審
査
会
（
会

長
‥
田
島
正
美
副
村

長
）
は
３
月
３
日
、

美
郷
館
に
お
い
て
開

発
中
の
試
作
品
の
試

食
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
須
藤
良
美
村
長
や

前
川
原
寛
観
光
協
会

長
、
畠
山
悦
子
し
ん

ご
う
青
空
会
代
表
ら

15
名
が
出
席
。
「
し

い
た
け
ラ
イ
ス
バ
ー

ガ
ー
」
や
「
し
い
た

け
中
華
ま
ん
」
、
「
牛

乳
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」

等
、
５
品
目
を
試

食
し
、
今
後
の
開
発

方
針
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　
試
食
会
で
は
開
発

に
あ
た
っ
た
㈲
平
葭

建
設
か
つ
ら
な
峡
の

平
葭
健
悦
氏
と

（財）
新

郷
村
ふ
る
さ
と
活
性

化
公
社
の
角
岸
秀
伸

氏
が
商
品
コ
ン
セ
プ

ト
や
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
説
明
。

こ
の
う
ち
「
ヨ
ー
グ

ル
ト
の
生
チ
ー
ズ
ケ

ー
キ
」
で
は
無
添
加

の
本
格
的
な
酪
農
系

ス
イ
ー
ツ
を
投
入
す

る
こ
と
に
よ
り
消
費

者
の
支
持
と
販
路
拡
大
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
を
示
唆
し
ま
し
た
。

　「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
秀
逸
」、

「
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
食
感
に
は
懐

か
し
さ
を
感
じ
る
」
等
と
出
席
者

は
提
言
。
新
商
品
を
通
じ
た
村
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い

ま
し
た
。

　
試
作
品
は
今
回
の
試
食
会
の
意

見
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
て
商
品
化
し
、
来
月
下
旬
、「
道

の
駅
し
ん
ご
う
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
角
岸
氏
は
「
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
の
玩
具
」
に
つ
い
て
も
現
在

開
発
中
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
、

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
が
青
森

県
酪
農
発
祥
の
地
で
あ
る
本
村
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
強
力
な
ツ

ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。

地
域
防
災
体
制
が

　
　
　
　
一
層
充
実
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

咳
怖
く
人
も
怖
く
て

こ
も
り
け
り

鹿
　
島
　
と
　
わ

移
住
し
て
咳
は
少
な
き

三
、
四
年

工
　
藤
　
陽
　
一

日
脚
伸
ぶ
ず
し
り
と
居
座
る

寒
気
団

a
　
根
　
リ
　
サ

雪
帽
子
か
ぶ
り
て
愛
し

庭
の
木
々

福
　
山
　
康
　
子

庭
石
に
小
さ
な
雪
の
兎
か
な

福
　
士
　
香
芽
子

咳
き
込
み
し
背
な
に
孫
の
手

暖
か
し

小
　
坂
　
良
　
子

雪
積
る
村
に
一
つ
の
信
号
機

長
　
峯
　
ユ
　
リ

し
な
や
か
に
雪
を
は
じ
い
て

竹
起
き
る

鹿
　
島
　
恵
美
子

紙
雛
の
笑
顔
で
座
る
座
敷
か
な

戸
　
来
　
れ
い
子

日
脚
伸
ぶ
そ
れ
だ
け
で

憂
さ
晴
れ
る
ご
と村

　
上
　
て
　
る

括
ら
れ
て
生
き
る
気
は
な
し

咳
払
い

金
　
沢
　
　
　
凡

し
ん
ご
う
青
空
会
の
店

　
温
泉
館
内
に
オ
ー
プ
ン
！

　
２
月
15
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
高
齢
者
「
体
操
教
室
」
が
行

わ
れ
、
24
名
が
イ
ス
に
座
っ
た
ま

ま
で
き
る
体
操
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
、
昨
年
度
の
体

操
教
室
で
も
お
世
話
に
な
っ
た
斉

藤
あ
か
ね
さ
ん
。
頭
の
体
操
や
筋

力
を
つ
け
る
運
動
、
せ
ん
べ
い
汁

体
操
な
ど
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

　
「
平
成
22
年
度
水
田
農
業
（
米

の
生
産
調
整
等
）
及
び
農
地
法
の

改
正
等
説
明
会
」
が
２
月
17
日
か

ら
３
日
間
、
村
内
４
地
区
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
新
年
度
の
戸
別
所
得
補

償
モ
デ
ル
対
策
と
昨
年
12
月
に
施

行
さ
れ
た
改
正
農
地
法
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
ね
ら
い
。
村
地

域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
（
須
藤

良
美
会
長
）
と
村
農
業
委
員
会
（
村

岡
和
俊
会
長
）
が
主
催
し
ま
し
た
。

　
19
日
、
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
川
代
地
区
対
象
の

説
明
会
に
は
29
名
が

出
席
。
米
の
生
産
に

対
し
て
所
得
補
償
を

行
う
「
米
戸
別
所
得

補
償
モ
デ
ル
事
業
」

や
転
作
作
物
の
生

産
に
対
し
て
助
成
さ

れ
る
「
水
田
利
活
用

自
給
力
向
上
事
業
」、

「
農
地
借
地
の
規
制

緩
和
」
等
に
つ
い
て

認
識
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　
説
明
に
先
立
ち
、

農
業
委
員
の
永
野
信

一
職
務
代
理
が
「
農

地
法
改
正
は
農
政
改

革
の
前
進
と
受
け
止

め
て
い
る
。
耕
作
放

棄
地
拡
大
に
歯
止
め

を
か
け
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
「
し
ん
ご
う
青
空
会
」
（
畠
山

悦
子
代
表
）
は
こ
の
ほ
ど
青
森
型

地
域
経
営
モ
デ
ル
構
築
事
業
を
活

用
し
、
新
郷
温
泉
館
内
に
手
作
り

の
商
品
の
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
農
産
物
、
加
工
品
、
工
芸
品

等
、
豊
富
な
品
揃
え
は
訪
れ
る
入

浴
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
今
が
旬
の
ウ
ド
や
ほ
う
れ
ん
草

な
ど
は
、
入
荷
し
た
そ
ば
か
ら
争

奪
戦
が
始
ま
る
ほ
ど
大
人
気
。
こ

れ
か
ら
春
に
は
山
菜
も
出
始
め
ま

す
。
新
郷
村
の
新
名
物
ス
ポ
ッ
ト

に
乞
う
ご
期
待
。

め
ざ
そ
う

　
　
明
る
い
農
業

気
軽
に
筋
力
強
化
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◇
勤
務
先
　
新
郷
温
泉
館

◇
職
　
種
　
事
務
受
付
等

（
土
曜
日
、
日
曜
日
も
出
勤
で

き
る
方
）

◇
募
集
期
間
　
３
月
30
日
ま
で

問
　
新
郷
温
泉
館

　
　
℡
78
―

３
０
５
０

　「
朝
市
工
房
福
ふ
く
」（
高
橋
悦

子
代
表
）
で
は
、
新
郷
温
泉
館
内

で
布
ぞ
う
り
の
製
作
実
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◇
３
月
お
よ
び
４
月
の
開
催
日

　
３
月
30
日
（
火
）

　
４
月
４
日
（
日
）

　
４
月
13
日
（
火
）

　
４
月
18
日
（
日
）

　
４
月
27
日
（
火
）

◇
開
催
時
間
　
10
時
〜
午
後
４
時

問
　
朝
市
工
房
福
ふ
く

　
　
℡
78
―

３
０
７
８

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

希
望
に
よ
り
60
歳
以
降
、
繰
り
上

げ
て
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
受
け
よ
う
と
す
る
年
齢

に
よ
り
一
定
の
割
合
で
年
金
が
減

額
さ
れ
、
65
歳
以
降
も
一
生
減
額

さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
（
繰
上
げ
支
給
）。

　
ま
た
、
繰
上
げ
支
給
を
始
め
た

後
は
、
65
歳
前
に
特
別
に
支
給
さ

れ
る
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
が
停

止
し
た
り
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

者
に
な
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
、
万
が
一
、
夫
が

亡
く
な
っ
た
と
き
の
寡
婦
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

　
一
度
繰
上
げ
請
求
を
す
る
と
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

繰
上
げ
請
求
を
す
る
か
ど
う
か
は

慎
重
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

問
　
八
戸
年
金
事
務
所

　
　
℡
43
―

７
３
６
８

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
国
に
お
い
て
は
、
多
く
の
国
民

の
方
々
の
御
意
見
を
踏
ま
え
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
平
成
25

年
３
月
を
も
っ
て
廃
止
し
、
４
月

か
ら
新
た
な
医
療
制
度
へ
移
行
す

る
と
し
、
高
齢
者
、
関
係
団
体
、

有
識
者
の
方
々
で
構
成
さ
れ
る
「
高

齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
」
に
お

い
て
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

②
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
に
つ
い
て

　
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
現
行
制
度
が
廃
止
す

る
ま
で
の
間
、
高
齢
者
の
方
々
に

不
安
や
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
可
能
な
限
り
保
険

料
の
増
加
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
・
充
実
を

第
一
義
と
し
、
平
成
22
年
度
・
23

年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
平
成
22
年
度
・

23
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
率
は
、
平
成
20
年
度
・
21
年
度

と
同
様
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
求

め
方
に
つ
い
て

　
保
険
料（
上

限
50
万
円
）

＝
均
等
割
額

﹇
被
保
険
者

全
員
が
納
め

る
額
﹈（
４
０
、

５
１
４
円
）

＋
所
得
割
額

﹇
所
得
に
応

じ
て
納
め
る

額
﹈｛
（
前
年

の
総
所
得
金

額
等 

― 

33

万
円
）×
７
・

41
％
｝

④
後
期
高
齢

者
医
療
保

険
料
の
軽

減
措
置
に

つ
い
て

　
平
成
22
年

度
の
保
険
料

の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度

と
同
様
に
、
以
下
の
と
お
り
継
続

と
な
り
ま
す
。

☆
均
等
割
額
の
軽
減

　
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
全
員
」
と
「
世

帯
主
」
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

所
得
額
に
よ
り
、
以
下
の
軽
減
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

☆
所
得
割
額
の
軽
減

　
所
得
割
額
を
負
担
す
る
方
の
う

ち
、
総
所
得
金
額
等
か
ら
基
礎
控

除
額
33
万
円
を
差
し
引
い
た
後
の

所
得
が
58
万
円
以
下
（
年
金
収
入

で
１
５
３
万
円
か
ら
２
１
１
万
円

ま
で
）
の
方
は
、
所
得
割
額
を
５

割
軽
減
し
ま
す
。

☆
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
方
に
対
す
る
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
直
前
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

夫
や
お
子
さ
ん
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
方
は
、
均
等
割
額
が
９
割
軽
減

さ
れ
、
所
得
割
額
の
ご
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

⑤
保
険
料
の
納
め
忘
れ
等
に
つ
い
て

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
特
別
の
事
情
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
保
険
料
を
滞
納
す
る

と
、
有
効
期
間
の
短
い
短
期
被
保

険
者
証
が
交
付
さ
れ
た
り
、
保
険

証
を
返
還
し
て
も
ら
い
、
被
保
険

33万円以下の方 ７割軽減→8.5割軽減
うち、世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」が、
年金収入80万円以下で他の所得がない世帯の方
（給与収入等がある場合でも、控除後の所得が０円である場合）

９割軽減

33万円＋｛24万５千円×同世帯の被保険者数の人数（被保険者である世帯主を除く）｝以下の方 ５割軽減

33万円＋（35万円×同世帯の被保険者数の人数）以下 ２割軽減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て

急
　
募

臨
時
職
員
若
干
名
募
集

布
ぞ
う
り
製
作
実
演

　
　
　
　
　
開
催
中

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に

問

問問

お
知
ら
せ

　
―

問
い
合
わ
せ
　
　
―

申
し
込
み

　
―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
―
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

所
得
割
率

均
等
割
額

保
険
料
率

７
・
41
％

４
０
、５
１
４
円

改
定
後
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肝
臓
機
能
障
害
の
あ
る
方
へ

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
の
お
知
ら
せ

電
話
帳
を
配
達
・

　
　
回
収
致
し
ま
す

者
資
格
証
明
書
（
医
療
機
関
等
の

窓
口
に
お
い
て
、
医
療
費
の
全
額

を
一
時
的
に
ご
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
）
が
交
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

改
め
て
お
手
元
の
納
付
書
を
ご
確

認
の
上
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
り
ま
し
た
ら
早
急
に
納
付
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
―

２
１
１
１

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

℡
０
１
７
―

７
２
１
―

３
８
２
１

「
１
１
９
番
」
と
「
救
急
車
」

　
　
　
　
　
　
の
適
正
利
用

　
八
戸
消
防
本
部
で
は
平
成
21
年

中
に
約
１
７
、０
０
０
件
の
１
１

９
番
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
の
約
４
、０
０
０
件
が
ま
ち

が
い
・
い
た
ず
ら
・
問
い
合
わ
せ

な
ど
の
電
話
で
す
。
１
１
９
番
は

み
な
さ
ん
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
の
大
切
な
緊
急
電
話
で
す
の

で
、
緊
急
時
以
外
は
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
消
防
本
部
管
内
で
は
、

現
在
15
台
の
救
急
車
を
配
置
し
管

内
の
救
急
事
故
（
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
）
に
昼
夜
を
問
わ
ず
フ
ル
稼
動

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
救
急
出
場

件
数
は
９
、８
３
９
件
で
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
１
日
平
均
27
件

出
場
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
単
な

る
酒
酔
い
や
打
撲
、
切
り
傷
な
ど

明
ら
か
に
緊
急
性
が
低
い
と
思
わ

れ
る
も
の
、
ま
た
は
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
交
通
機
関
代
わ
り
に
利
用
す

る
な
ど
不
適
正
利
用
が
救
急
要
請

の
約
４
割
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

救
急
車
の
不
適
正
な
利
用
は
、
１

分
１
秒
を
争
う
緊
急
性
が
あ
り
、

本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い

る
人
に
対
し
て
適
切
な
救
命
処
置

が
遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く

な
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い

て
、
今
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
八
戸
消
防
本
部
救
急
医
療
情
報

で
医
療
機
関
の
ご
案
内
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

（
救
急
医
療
情
報
）

　
℡
０
１
７
８
―

24
―

３
９
９
９

消
防
自
動
車
の

　
　
　
サ
イ
レ
ン
音
に
つ
い
て

　
八
戸
広
域
消
防
管
内
の
消
防
署
・

消
防
団
で
は
、
現
場
へ
出
動
す
る

際
に
鳴
ら
す
サ
イ
レ
ン
音
を
、
平

成
19
年
８
月
か
ら
次
の
よ
う
に
運

用
し
て
お
り
ま
す
。

◇
火
災
出
動
時
↓
サ
イ
レ
ン
音
と

鐘
の
併
用
（
ウ
ー
ウ
ー
・
カ
ン
・

カ
ン
・
カ
ン
）

◇
救
急
の
応
援
等
の
出
動
、
交
通

事
故
な
ど
の
救
助
出
動
時
↓
サ

イ
レ
ン
音
（
ウ
ー
ウ
ー
）

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
―

２
１
１
９

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
肝
臓
機
能

障
害
が
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害

と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

◇
対
象
者
‥
認
定
基
準
に
該
当
す

る
肝
臓
機
能
障
害
の
あ
る
方

◇
身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
税
の
減
免

や
重
度
障
害
者
の
場
合
は
医
療

費
助
成
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
手
続
き
‥
市
町
村
窓
口
へ
必
要

書
類
を
添
え
て
申
請

問
　
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
　
　

　
℡
０
１
７
２
―

32
―

８
４
３
７

Ｈ
　

期
間４

月
６
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で

の
10
日
間

重
点

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

◇
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
10
日

◇
昭
和
43
年
以
降
、
全
国
で
交
通

死
亡
事
故
が
な
か
っ
た
日
は
あ

り
ま
せ
ん
。
県
民
総
ぐ
る
み
で

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

◇
運
転
者
は
、
速
度
を
控
え
目
に

し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
す

る
思
い
や
り
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
夕
暮
れ
時
の

早
め
点
灯
や
、
夜
間
に
対
向
車
・

先
行
車
が
な
い
と
き
は
前
照
灯

の
上
向
き
点
灯
を
実
践
し
ま
し

ょ
う
。

◇
歩
行
者
は
、
横
断
時
の
安
全
確

認
の
徹
底
や
、
反
射
材
を
活
用

し
て
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
　
青
森
県
県
民
生
活
文
化
課
　

　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

９
２
３
２

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

（
平
成
22
年
５
月
発
行
）
を
各
ご

家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　
そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話

帳
は
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替
え

い
た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
地
球
環
境
保
護
と

し
て
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か
ら

新
し
い
電
話
帳
を
作
る
「
電
話
帳

循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
ご
不
在
時
等
で
配
達
員

に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た

場
合
、
後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い

ま
す
の
で
、「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
届
け
す
る
電
話
帳
の
変
更
や
配

達
冊
数
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て
も
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
　
　

　
℡
０
１
２
０
―

５
０
６
―

３
０
９

http://w
w

w
.pref.aom

ori.lg.jp/
w

elfare/w
elfare/kanzou.htm
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し
ょ
う
ぼ
う
情
報

問

問 問

問問Ｈ



▲

大
き
く　

元
気
に

育
っ
て
ネ
！！

ふ
じ
む
ら

あ

み

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園
分
園
の
部

196

青山　桃果さん（さくら組）

ほいくえんでたのしかったこと。
せつぶんのひにまめまきをした
ことです。おにはとってもこわか
ったけど、いっぱいまめをぶつけ
てやりました。

岡田　香那美さん（さくら組）

ほいくえんでたのしかったこと。とほ
えんそくにいったあと、みんなでべ
んとうをたべたことです。かわいい
おにぎりにおいしそうなデザート、
おやつ、またえんそくいきたいな。

中鶴間　瑞歩さん（さくら組）

ほいくえんでたのしかったこと。
おそとでおともだちと、すべりだ
いやてつぼう、かけっこをしてあ
そんだことです。しょうがっこう
にいってもまたあそぼうねみんな。

なかつる ま みず ほ

佐藤　琴乃さん（さくら組）

ほいくえんでたのしかったこと。
ねんちょうクッキングでクッキー
をつくりました。ミッキーやドーナ
ツ、くるまやいぬのかたちもつく
ったよ。とってもおいしかった。

さ とう こと の あお やま もも かおか だ か な み

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５

営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

12この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

人 の 動 き

男　１，４９６人（＋４人）
女　１，５８６人（＋４人）
計　３，０８２人（＋８人）

世帯数９６５世帯（＋１世帯）
（平成２２年２月２８日現在）

藤
村
　
亜
美
ち
ゃ
ん

Ｈ
21
・
１
・
14
生

（
地
区
）

戸
来

（
パ
パ
）

晃
　
（
マ
マ
）

香
奈

パ
パ
と
マ
マ

の
ね
が
い

むらのガイド

平成22年 卯 月
ダイヤモンド（金剛石）
― 洗浄・無垢 ―

誕 生 石

4月
うづき
April

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

平成22年度の粗大ごみ収集日は４～11月まで第３金曜日になりました

［家庭ごみの出し方］を参考にしてごみを出しましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL 6 1－75 5 5

日 曜 備　　　考

8：15～  9：00

行　　事　　等
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日2 金
新郷温泉館休館日5 月
春の全国交通安全運動（～15日）6 火

交通死亡事故死ゼロを目指す日10 土

第359回子ども会親子早起き掃除18 日
新郷温泉館休館日19 月
春季狂犬病予防注射（～23日）22 木
間木ノ平グリーンパーク開園24 土
五戸地区消防団連合観閲式25 日
新郷温泉館休館日26 月
●昭和の日29 木
軽自動車税納期限30 金

新郷温泉館休館日　行政相談12 月
野沢中学校修学旅行（～16日）13 火

不用犬引取
小中学校入学式

7 水

9：00～12：00 開発センター

8：00～ 五戸町

受付13：00～13：20
受付13：20～13：40

総合福祉センター
総合福祉センター

東京方面
新郷中学校修学旅行（～17日）14 水 東京方面

資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日

人権相談

9 金

資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日

16 金
１才６ヵ月児・２才児健診
乳児健診
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